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車上作動処理契約業者の皆さまへ

マツダ車のエアバッグ類車上一括作動中断について

平素はエアバッグ類の適正処理にご尽力いただき、ありがとうございます。

さて、エアバッグ類一括作動仕様のマツダデミオにおいて、エアバッグ類の作動による振動を

安全装置が感知することによって、エアバッグ類が連続して作動しないという事象が発生して

おります。安全上の問題はありませんが、当該車両につきましては以下の作業要領にて処理して

頂くようお願いいたします。
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なお、運転席ＡＢが展開していれば、適正に処理が終了しております。

万一、事故等が発生した場合は、現場を保存（写真等による保存でも可能）の上

速やかに自動車再資源化協力機構までご連絡ください。

一括作動処理ツール作業要領

運転席エアバッグが作動していない場合には、運転席エアバッグが作動するまで「③ECU 電源」

スイッチをオンにする作業以降を繰り返してください。

重 要

自動車再資源化協力機構
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車台ごとの処理方法については、各社情報をご確認ください。

対象車両

 メーカー名：マツダ

 通 称 名：デミオ

 型 式：DE3FS／DE3AS／DE5FS／DEJFS（自動車排出ガス識別記号を除いた記号）

 年 式：2007 年 7 月～
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（※１）マツダデミオは、インフレータ数に数字が出ないタイプのため個数表示されません。
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